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１０月７日 9条の会がアピール文発表（記者会見） １ＷＪブログ より

記者会見の動画 http://iwj.co.jp/wj/open/archives/105588

2013/10/072013/10/072013/10/072013/10/07 大江健三郎氏ら「九条の会」がアピール文発表 「解釈改憲による集

団的自衛権行使容認は戦争への道」

作家の大江健三郎氏をはじめ、日本国憲法の改正に反対する知識人らが呼びかけ人に名を連ねる市民団体

「九条の会」が記者会見を行い、『集団的自衛権行使による「戦争する国」づくりに反対する国民の声を』と

題するメッセージ文を発表した。 この日の会見に出席したのは、大江氏の他、東京大学名誉教授の奥平康弘

氏、作家の澤地久枝氏、東京大学教授の小森陽一氏の4人。大江氏は「この6ヶ月ほどの間に日本人の運命、日

本という国の運命が決まる」と心境を語り、安倍政権が進める憲法の解釈変更による集団的自衛権の行使容認

に強い懸念を表明した。

憲法学が専門の奥平氏は、「（安倍政権は）はじめは96条先攻改正を言っていた。しかし、立憲主義の危機と

いう指摘がなされると、政府は解釈改憲を言うようになった」と指摘。安倍政権が秋の臨時国会で成立を目指

す特定秘密保護法も、集団的自衛権行使容認の動きと連動しているとの見解を示した。（IWJ・石川優）

■出席者

九条の会呼びかけ人 大江健三郎氏（作家）、奥平康弘氏（憲法研究者）、澤地久枝氏（作家）

九条の会事務局長 小森陽一氏（東京大学大学院教授）ほか

※掲載期間終了後は、会員限定記事となります。

（報道より）

○産経ニュース2013.10.7 18:57「九条の会」が憲法解釈の変更反対をアピール

記者会⾒する「九条の会」呼び掛け⼈でノーベル賞作家の⼤江健三郎さん＝７⽇午後、東京都千代⽥区

護憲派の市民団体「九条の会」が７日、東京都内で記者会見を開き、「集団的自衛権行使による『戦争する

国』づくりに反対する国民の声を」と題するアピール文を発表した。

会見にはノーベル文学賞作家の大江健三郎氏や東大名誉教授の奥平康弘氏、作家の澤地久枝氏ら（いずれも

同会の呼びかけ人）が出席し、現在の「日本は集団的自衛権を有しているが、行使はできない」とする憲法解

釈を変更しないよう訴えた。

アピール文では「安倍首相は、『憲法改正は私の歴史的使命』と憲法の明文を変えることに強い執念をもや

す一方で、歴代内閣のもとでは『許されない』とされてきた集団的自衛権に関する憲法解釈を転換し、『戦争

する国』をめざして暴走を開始している」として、９条改正と憲法解釈見直しの双方に反対していく姿勢を打

ち出し、護憲勢力の結集を呼びかけている。

http://iwj.co.jp/wj/open/archives/105588
http://sankei.jp.msn.com/politics/photos/131007/plc13100719020011-p1.htm
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○東京新聞 2013 年 10月 7 日 20 時 00分九条の会、大江氏ら危機感を訴え九条の会、大江氏ら危機感を訴え九条の会、大江氏ら危機感を訴え九条の会、大江氏ら危機感を訴え 「憲法は断崖絶壁に」「憲法は断崖絶壁に」「憲法は断崖絶壁に」「憲法は断崖絶壁に」

記者会見する記者会見する記者会見する記者会見する（（（（左から左から左から左から））））東京大大学院教授の小森陽一さん東京大大学院教授の小森陽一さん東京大大学院教授の小森陽一さん東京大大学院教授の小森陽一さん、、、、作家の大江健三郎さん作家の大江健三郎さん作家の大江健三郎さん作家の大江健三郎さん、、、、東京大名誉教授の奥平康弘さん東京大名誉教授の奥平康弘さん東京大名誉教授の奥平康弘さん東京大名誉教授の奥平康弘さん、、、、作家の沢地久枝さん＝７日午後作家の沢地久枝さん＝７日午後作家の沢地久枝さん＝７日午後作家の沢地久枝さん＝７日午後、、、、東京都千代東京都千代東京都千代東京都千代

田区田区田区田区

憲法９条を守ろうと２００４年に結成された市民団体「九条の会」が７日、都内で記者会見し、集団的自衛

権行使容認に向けた動きなどをめぐり「日本国憲法は大きな試練の時を迎えている。『戦争する国』づくりに

反対する」とのアピールを発表した。

記者会見には、会の呼び掛け人でノーベル賞作家の大江健三郎さん、奥平康弘東京大名誉教授、作家の沢地

久枝さんらが出席。「戦後最大の転換点」「憲法は断崖絶壁のそばにいる」と危機感を訴えた。

アピールは、安倍首相が集団的自衛権行使容認に向け憲法解釈を変更しようとしていることを「『戦争ので

きる国』を目指して暴走している」と強く批判した。

（９条の会アピール全文 １０月７日）


